
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
、
そ
の
対
外
経
済
関
係

に
存
在
す
る
大
き
な
不
均
衡
が
、
改
め
て
国
際
経

済
の
攪
乱
要
因
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に

問
題
な
の
は
、
北
米
、
Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
中
国
側
の

大
幅
貿
易
黒
字
が
拡
大
を
続
け
て
貿
易
摩
擦
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

●
対
外
経
済
関
係
の
構
造
変
化

中
国
の
対
外
貿
易
の
地
域
別
内
容
を
見
る
と
、

北
米
や
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て
は
大
幅
な
黒
字
と
な
っ
て

い
る
一
方
、
対
ア
ジ
ア
貿
易
で
は
、
香
港
を
除
く

日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て
い

ず
れ
も
輸
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
実
は
、
こ
う

し
た
不
均
衡
の
背
景
に
は
東
ア
ジ
ア
域
内
に
お
け

る
国
際
分
業
の
存
在
が
あ
る
。
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
貿
易
関
係
を
例
に
と
る
と
、
一
九
九
○
年
代

初
頭
ま
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
燃
料
油
、
木
材
、

油
脂
な
ど
の
一
次
産
品
を
輸
出
し
、
中
国
は
電
気

設
備
、
機
械
製
品
、
同
部
品
な
ど
を
輸
出
す
る
典

型
的
な
垂
直
分
業
関
係
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
が

一
九
九
○
年
代
末
に
は
、
双
方
が
電
気
設
備
、
機

械
製
品
、
同
部
品
を
相
互
に
輸
出
し
あ
う
水
平
分

業
関
係
に
移
行
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
は
、「
日
本
・
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
が
中

間
財
を
生
産
し
、
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
中
間
財

を
輸
入
し
て
最
終
財
に
組
み
立
て
最
終
消
費
地
で

あ
る
欧
米
へ
輸
出
す
る
」
と
い
う
世
界
全
体
の

「
三
角
貿
易
構
造
」
の
中
で
発
生
し
て
い
る
。
先

行
研
究
に
よ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
域
内
で
は
、
産
業

横
断
的
に
国
際
競
争
力
に
基
づ
い
た
相
互
補
完
関

係
が
成
立
し
、
か
つ
、
不
断
に
発
展
を
続
け
て
い

る
。中

国
に
集
中
す
る
海
外
直
接
投
資
は
、
こ
う
し

た
貿
易
構
造
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
構
造
を

強
化
す
る
作
用
を
果
た
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

か
ら
の
投
資
は
ア
ジ
ア
経
済
危
機
前
よ
り
も
シ
ェ

ア
を
下
げ
た
が
、
毎
年
三
○
億
ド
ル
水
準
を
保
っ

て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
や
北
米
か
ら
の
投
資
は
四
○
億
ド

ル
水
準
で
あ
る
。
日
本
か
ら
の
投
資
も
五
○
億
ド

ル
水
準
で
、
韓
国
か
ら
の
投
資
は
二
○
○
四
年
に

は
一
時
的
に
日
本
を
抜
い
て
い
る
。

●
対
外
経
済
政
策
の
転
換
へ

以
上
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
域
内
の
経
済
関
係
に

注
目
す
る
と
き
、
中
国
の
対
外
経
済
政
策
に
、
貿

易
振
興
、
外
国
投
資
の
誘
致
と
い
っ
た
従
来
か
ら

あ
る
目
標
に
加
え
て
、
進
展
す
る
国
際
分
業
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
り
具
体
的
に
そ
の
当
面
の
課
題
を
挙
げ
る
と
、

①
北
米
、
Ｅ
Ｕ
と
の
間
の
貿
易
摩
擦
の
激
化
を
回

避
す
る
こ
と
、
②
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て
は
、
輸

出
の
増
加
を
図
り
、
貿
易
収
支
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

る
こ
と
、
③
引
き
続
き
こ
れ
ら
諸
国
か
ら
海
外
直

接
投
資
を
導
入
す
る
こ
と
、
④
域
内
国
際
分
業
の

深
化
に
対
応
し
た
対
外
経
済
関
係
の
枠
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
、
と
な
ろ
う
。
最
近
の
中
国
が
積
極

的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
を
働
き
か
け
、
企
業
の
海
外

投
資
を
奨
励
す
る
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
課
題
に
対
応
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
見
て
よ
い
。

例
え
ば
課
題
①
、
②
に
対
し
て
は
、
貿
易
（
輸

出
）
先
の
多
角
化
や
輸
出
商
品
の
高
度
化
（
摩
擦

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
労
働
集
約
的
製
品
輸
出
を

減
少
さ
せ
、
高
付
加
価
値
商
品
に
転
換
す
る
こ

と
）、
輸
出
先
国
で
の
現
地
生
産
、
な
ど
の
対
策

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
市
場
開

拓
（
相
手
国
市
場
の
囲
い
込
み
）
効
果
が
あ
り
、

ま
た
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
域
内
で
の
競
争
を
通
じ
て
産
業

構
造
の
調
整
を
促
し
、
輸
出
商
品
の
高
付
加
価
値

化
を
実
現
す
る
、
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
輸
出
先
国
で
の
現
地
生
産
は
、
そ
の
ま
ま

海
外
投
資
を
意
味
す
る
。
課
題
③
、
④
に
つ
い
て

中
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
と
海
外
直
接
投
資
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は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
域
内
市
場
一
体
化
で
外
資
に

と
っ
て
の
魅
力
が
高
ま
る
こ
と
に
加
え
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

に
含
ま
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
や
投

資
の
自
由
化
・
円
滑
化
、
紛
争
解
決
ス
キ
ー
ム
な

ど
は
、
国
際
分
業
が
産
業
間
分
業
と
い
う
レ
ベ
ル

を
超
え
工
程
間
分
業
に
ま
で
進
ん
で
い
る
現
実
に

即
し
た
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
対
外
経
済
政
策
で

Ｆ
Ｔ
Ａ
と
海
外
投
資
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

●
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
重
視

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
、
中
国
が
当
初
想
定
し
た
枠

組
み
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
（
日
本
、
中
国
、
韓

国
）」
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
っ
た
。
こ
の
枠
組
み
に
は
、

①
貿
易
・
投
資
の
拡
大
が
見
込
め
る
こ
と
、
②
国

内
市
場
が
飽
和
状
態
に
あ
る
業
種
に
と
っ
て
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
貿
易
・
投
資
の
第
一
候
補
で
あ
る
こ

と
、
③
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
経
済
・
技
術
協
力
を
通

じ
て
中
国
企
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
で
き
る
こ

と
、
と
い
っ
た
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
て
④
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
国
に
対
す
る
警
戒
心
を
解
く

の
に
有
利
で
あ
る
こ
と
、
⑤
台
湾
問
題
解
決
に
有

利
（
台
湾
の
外
交
的
孤
立
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
）
と
い
っ
た
政
治
的
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る

（
こ
の
よ
う
に
中
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
は
、
外
交
と

不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
本
稿
タ
イ
ト
ル
で

「
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
ゆ
え
ん

で
あ
る
）。

も
ち
ろ
ん
、
同
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
、
①
市
場
開
放
で

打
撃
を
受
け
る
セ
ク
タ
ー
（
農
業
な
ど
）
が
あ
る

こ
と
、
②
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て
も
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
で
は
競
合
す
る
産
業
分
野
が
重
な
っ
て
お
り
、

競
争
激
化
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
③
中
国
経
済

が
国
際
経
済
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
こ
と
、

等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
。

中
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
に
は
、
も
と
も
と
密
接
な

経
済
関
係
を
有
す
る
周
辺
諸
国
を
優
先
す
る
と
い

う
「
原
則
」
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
①
構
想
と
し

て
は
先
行
し
て
い
た
日
本
や
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に

つ
い
て
は
難
度
が
高
い
と
認
識
し
た
こ
と
、
②
経

済
的
・
政
治
的
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
点
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
最
も
大
き
く
、
ま
た
そ
の
実
現

可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
こ
と
、
③
急
速
に
進

む
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
握
ろ
う
と
考
え
た
こ
と
、
な
ど
か
ら

政
策
の
調
整
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
が
実
態
だ
と

思
わ
れ
る
。

中
国
は
、
二
○
○
○
年
一
一
月
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
＋
１
（
中
国
）」
首
脳
会
議
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
・
中
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
共
同
研
究
を

提
案
す
る
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
重
視
の
姿
勢
を
鮮
明

に
し
た
。
当
初
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
で
は
中
国
脅
威

論
が
強
か
っ
た
が
、
勃
興
す
る
中
国
経
済
に
注
目

し
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
、
市
場
と
し

て
利
用
し
た
方
が
得
策
だ
と
の
考
え
方
が
次
第
に

優
勢
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
中
国
側
は
さ
ら
に
積
極
的
に
農
産
品

市
場
の
開
放
前
倒
し
（
ア
ー
リ
ー
・
ハ
ー
ベ
ス

ト
）
提
案
を
行
う
な
ど
交
渉
を
リ
ー
ド
し
、
二
○

○
四
年
一
一
月
、
両
者
は
「
包
括
的
経
済
協
力
枠

組
み
協
定
」（
二
○
○
二
年
一
一
月
）
に
お
け
る

「
物
品
貿
易
協
定
」
と
「
紛
争
解
決
協
定
」
に
調

印
し
た
（
二
○
○
五
年
七
月
発
効
）。

た
だ
し
、
同
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
課
題
も
多
い
。
第
一

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
の
多
様
性
に
ど
う
対
応
す

る
か
で
あ
る
。
工
業
化
さ
れ
た
都
市
国
家
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
一
次
産
品
し
か
輸
出
で
き
な
い
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
で
は
貿
易
協
定
の
内
容
、
進

度
も
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
中
国
は
段
階
的
な

合
意
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

交
渉
は
容
易
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
日
本

や
韓
国
、
台
湾
な
ど
域
内
の
先
進
工
業
国
家
を
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
中
国
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
取
り
込
む
見
通
し
が
立

っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
政
治
的
問
題
を
抱
え

る
台
湾
を
別
に
し
て
も
、
日
本
や
韓
国
は
中
国
と

は
別
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
働
き
か
け

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日

・
中
・
韓
と
の
間
で
個
別
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（「
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
＋
１
」）
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
高
い
が
、

そ
れ
で
は
域
内
統
合
の
実
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
な

い
と
い
う
事
態
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

●
急
増
す
る
海
外
直
接
投
資

次
に
中
国
の
海
外
直
接
投
資
の
現
状
を
確
認
し

て
お
こ
う
。
中
国
が
「
走
出
去
」（
外
に
出
て
行
く
、

の
意
味
）
と
い
う
言
葉
で
海
外
直
接
投
資
促
進
を

打
ち
出
し
た
の
は
一
九
九
八
年
ご
ろ
の
こ
と
で
、

ま
だ
一
○
年
た
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
投
資
の

伸
び
は
急
激
で
あ
る
。
初
の
海
外
投
資
白
書
が
公

表
さ
れ
た
二
○
○
三
年
に
二
八
・
五
億
ド
ル
だ
っ

た
投
資
額
（
非
金
融
投
資
）
は
、
二
○
○
六
年
に
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う
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
反
映
し
て
、
石
油
・
天
然

ガ
ス
開
発
を
含
む
採
掘
業
へ
の
投
資
が
二
○
○
三

年
に
一
三
・
八
億
ド
ル
（
シ
ェ
ア
四
八
・
四
％
）、

二
○
○
四
年
に
一
九
・
一
億
ド
ル
（
五
二
・
八

％
）
と
突
出
し
、
二
○
○
五
年
に
は
一
六
・
八
億

ド
ル
（
一
三
・
七
％
）
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
で

は
、
同
年
比
較
で
、
通
信
設
備
製
造
、
計
算
機
な

ど
電
子
設
備
製
造
、
紡
織
、
冶
金
な
ど
を
中
心
と

し
た
製
造
業
投
資
が
六
・
二
億
ド
ル
（
二
一
・
八

％
）
↓
四
・
九
億
ド
ル
（
一
三
・
五
％
）
↓
二
二

・
八
億
ド
ル
（
一
八
・
六
％
）、
卸
売
、
小
売
業

へ
の
投
資
が
三
・
六
億
ド
ル
（
一
二
・
六
％
）
↓

一
・
一
億
ド
ル
（
三
％
）
↓
二
二
・
六
億
ド
ル

（
一
八
・
四
％
）、
持
株
会
社
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
・

サ
ー
ビ
ス
業
が
二
・
八
億
ド
ル
（
九
・
八
％
）
↓

九
・
六
億
ド
ル
（
二
六
・
五
％
）
↓
二
二
・
六
億

ド
ル
（
一
八
・
四
％
）
と
変
動
し
つ
つ
増
加
し
て

い
る
。

図
１
に
投
資
先
国
別
の
状
況
を
示
し
た
。
内
円

の
二
○
○
三
年
末
累
積
額
の
第
一
位
は
ア
ジ
ア
で

二
六
五
・
六
億
ド
ル
（
七
七
％
）、
第
二
位
は
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
四
六
・
二
億
ド
ル
（
一
四
％
）、

第
三
位
の
北
米
が
五
・
五
億
ド
ル
（
一
・
七
％
）、

Ｅ
Ｕ
が
五
・
三
億
ド
ル
（
一
・
六
％
）、
ア
フ
リ

カ
が
四
・
九
億
ド
ル
（
一
・
五
％
）、
大
洋
州
が

四
・
七
億
ド
ル
（
一
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
外
円
の
二
○
○
五
年
（
単
年
）
に
は
、
第
一
位

が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
六
四
・
七
億
ド
ル
（
シ
ェ

ア
五
二
・
六
％
）、
ア
ジ
ア
は
第
二
位
で
四
三
・

七
億
ド
ル
（
三
五
・
六
％
）、
第
三
位
は
Ｅ
Ｕ
で

五
・
一
億
ド
ル
（
四
・
二
％
）、
以
下
、
ア
フ
リ

カ
四
億
ド
ル
（
三
・
三
％
）、
北
米
三
・
二
億
ド

ル
（
二
・
六
％
）、
大
洋
州
が
二
億
ド
ル
（
一
・

七
％
）
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
の
内
訳
で

は
、
香
港
が
四
○
・
三
％
↓
二
八
％
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
ケ
イ
マ
ン
諸
島
と
英
領
バ
ー
ジ
ン
諸
島

が
三
五
・
四
％
↓
五
二
％
と
突
出
し
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
投
資
は
、
同
地
を
経

由
し
て
第
三
国
か
中
国
へ
の
投
資
に
向
か
っ
て
い

る
。●

直
接
投
資
の
実
態
と
課
題

二
○
○
三
〜
二
○
○
四
年
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

投
資
し
て
い
る
中
国
企
業
を
取
材
し
た
。
華
源
集

団
（
中
央
政
府
所
管
国
有
企
業
、
繊
維
産
業
か
ら

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
し
た
が
、
二
○
○
五
年
末
、

大
手
物
流
企
業
集
団
に
合
併
さ
れ
た
）、
Ｔ
Ｃ
Ｌ

集
団
（
地
方
政
府
所
管
国
有
企
業
、
家
電
産
業
）、

東
方
希
望
集
団
（
私
営
企
業
、
飼
料
製
造
業
）
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
各
業
界
で
も
早

く
か
ら
海
外
投
資
を
開
始
し
、
独
自
の
戦
略
で
発

展
を
図
っ
て
い
る
。
彼
ら
を
例
に
中
国
企
業
の
海

外
投
資
戦
略
の
特
徴
と
課
題
を
整
理
し
て
お
き
た

い
。①

投
資
戦
略
の
特
徴

繊
維
の
製
造
技
術
で
優
位
性
を
持
つ
華
源
集
団

は
、
海
外
投
資
の
初
期
に
は
投
資
先
国
で
の
低
い

生
産
コ
ス
ト
と
投
資
先
国
が
有
す
る
ク
オ
ー
タ

（
輸
入
割
当
額
）
を
利
用
し
て
欧
米
市
場
へ
の

「
迂
回
輸
出
」
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
ク
オ
ー
タ
が
廃
止
（
二
○
○
四

年
末
）
さ
れ
る
と
、
低
コ
ス
ト
生
産
の
強
み
を
生

か
し
つ
つ
、
投
資
先
国
市
場
へ
の
参
入
に
重
点
を

移
し
て
い
る
（
同
社
の
タ
イ
投
資
の
ケ
ー
ス
）。

Ｔ
Ｃ
Ｌ
は
家
電
製
造
を
中
核
と
し
て
お
り
、
も

と
も
と
投
資
先
国
の
事
情
に
応
じ
た
戦
略
を
特
徴

と
す
る
。
先
進
国
に
対
し
て
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
発
注
元

ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）
や
Ｏ
Ｄ
Ｍ
（
発
注
元
ブ

ラ
ン
ド
・
委
託
先
設
計
に
よ
る
生
産
）
な
ど
相
手

国
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
を
利
用
し
た
市
場
参
入
、
さ

ら
に
は
現
地
企
業
買
収
に
よ
る
販
路
拡
大
戦
略
を

実
施
す
る
一
方
、
途
上
国
市
場
で
は
自
社
ブ
ラ
ン

ド
に
よ
る
輸
出
と
現
地
生
産
を
目
指
し
て
き
た
。

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
進
出
（
カ
ラ
ー
Ｔ
Ｖ
工
場
投
資
）

は
後
者
の
戦
略
に
沿
っ
た
も
の
で
、
当
初
か
ら
同

国
の
国
内
市
場
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

東
方
希
望
集
団
は
、
飼
料
生
産
で
は
国
内
随
一

の
地
位
を
確
立
し
た
後
、
ニ
ッ
チ
市
場
と
し
て
の

ベ
ト
ナ
ム
市
場
参
入
を
目
指
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

一
○
○
％
投
資
企
業
を
設
立
し
て
飼
料
生
産
で
有

す
る
優
位
性
を
発
揮
し
、
ま
た
、
同
国
市
場
へ
の

は
一
六
一
・
三
億
ド
ル
と
世
界

一
三
位
に
躍
進
し
て
い
る
。
将

来
的
な
人
民
元
高
は
確
実
で
あ

り
、
加
え
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
い
う

環
境
整
備
が
進
み
、
政
府
の
政

策
的
後
押
し
、
企
業
自
身
の
投

資
意
欲
が
一
致
し
て
い
る
現
在

は
、
ま
さ
に
中
国
に
と
っ
て
の

「
海
外
投
資
元
年
」
と
い
う
に

ふ
さ
わ
し
い
。

近
年
に
お
け
る
直
接
投
資
動

向
を
見
る
と
、
経
済
発
展
に
伴

1.7

35.6

52.6

アジア
ラテンアメリカ
北米
欧州
アフリカ
大洋州
その他

4.2
3.3

2.6

図 1�　中国の海外投資地域構成（シェ
ア％、内円：2003 年末累計、外
円：2005 年）
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迅
速
で
効
果
的
な
食
い
込
み
を
目
指
し
て
製
品
流

通
は
す
べ
て
地
場
の
流
通
業
者
に
依
拠
す
る
戦
略

を
と
っ
て
い
る
。

②
海
外
投
資
の
課
題

彼
ら
も
ま
た
海
外
投
資
特
有
の
困
難
に
遭
遇
し

て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
諸
点
に
整
理
で
き
る
。

第
一
の
問
題
は
、
海
外
で
の
企
業
経
営
に
対
応

で
き
る
人
材
の
不
足
で
あ
る
。
三
社
と
も
製
造
業

で
あ
り
、
現
地
生
産
体
制
維
持
の
た
め
に
技
術
系

を
中
心
に
多
数
の
人
材
を
派
遣
し
て
い
る
。
例
え

ば
華
源
集
団
は
タ
イ
の
四
工
場
に
計
二
○
○
名
を

派
遣
し
て
生
産
管
理
と
現
地
労
働
者
の
訓
練
に
当

た
ら
せ
て
い
る
。
日
本
の
企
業
で
は
考
え
ら
れ
な

い
人
数
で
あ
り
、
そ
の
負
担
は
重
く
、
派
遣
人
材

の
確
保
に
も
苦
慮
し
て
い
る
。

第
二
の
問
題
は
、
経
営
現
地
化
が
難
し
い
こ
と

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
地
の
工
員
の
訓
練
が

思
う
に
任
せ
ず
、
ま
た
工
員
の
定
着
率
が
低
い
と

い
う
悩
み
は
各
企
業
に
共
通
し
て
い
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｌ

の
ケ
ー
ス
で
は
、
部
品
の
現
地
化
を
考
え
て
い
る

が
、
現
地
で
調
達
可
能
な
部
品
が
少
な
く
、
コ
ス

ト
低
減
が
進
ん
で
い
な
い
。
Ｔ
Ｖ
の
基
幹
部
品
は

本
国
か
ら
の
輸
入
が
多
く
、
現
地
調
達
率
の
高
い

ブ
ラ
ウ
ン
管
も
、
進
出
し
て
き
て
い
る
韓
国
企
業

の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
Ｔ
Ｃ
Ｌ
は
現
地
で
の
製

品
販
売
に
力
点
を
置
い
て
い
る
が
、
そ
の
ブ
ラ
ン

ド
は
ま
だ
定
着
し
て
お
ら
ず
、
苦
戦
し
て
い
る
。

第
三
の
問
題
は
、
中
国
政
府
の
海
外
投
資
奨
励

策
の
不
十
分
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
東
方
希
望
集
団

の
よ
う
な
私
営
企
業
は
、
投
資
に
係
わ
る
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
投
資
に
関
連

す
る
設
備
の
輸
出
に
つ
い
て
は
国
内
の
付
加
価
値

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
な
か
な
か
還
付
さ
れ
な
い
と
い
う
。
個
別
企

業
の
力
量
が
ま
だ
不
足
し
て
い
る
現
状
で
は
、
も

う
少
し
広
範
な
支
援
策
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

●
今
後
の
展
望

中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
に
は
、
ま
だ
サ
ー
ビ
ス

貿
易
分
野
で
の
交
渉
が
残
っ
て
い
る
が
、
両
者
間

で
は
本
格
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
時
代
が
始
ま
っ
て
い
る
。

中
国
側
統
計
に
よ
る
と
、
二
○
○
六
年
の
両
者
間

の
貿
易
は
一
六
○
八
億
ド
ル
（
対
前
年
比
二
三
・

四
％
増
）
と
好
調
で
、
中
国
に
と
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
は
第
五
位
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

同
年
の
中
国
の
貿
易
赤
字
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
の
黒

字
）
は
一
八
二
・
一
億
ド
ル
（
中
で
は
マ
レ
ー
シ

ア
一
○
○
・
四
億
ド
ル
、
タ
イ
八
二
億
ド
ル
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
一
一
九
・
四
億
ド
ル
が
目
立
つ
）
と
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
中
国
は
重
要
な
貿
易
黒
字

源
と
な
っ
て
い
る
。

相
互
間
の
直
接
投
資
状
況
を
見
る
と
、
二
○
○

五
年
末
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
の
対
中
投
資
累
計
が
二

万
六
八
五
五
件
、
三
八
五
・
一
八
億
ド
ル
（
実
績

ベ
ー
ス
）、
中
国
側
は
件
数
不
明
、
一
二
・
五
六

億
ド
ル
（
同
）
で
あ
っ
た
。
二
○
○
六
年
単
年
度

で
見
て
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
三
カ
国
）
が
二
七
・
八

八
億
ド
ル
（
実
績
ベ
ー
ス
）、
中
国
が
一
・
五
八

億
ド
ル
（
同
）
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
が
圧
倒
的
で
あ

る
が
、
中
国
の
投
資
も
本
格
化
の
様
相
を
見
せ
て

い
る
。

残
さ
れ
た
最
大
の
問
題
は
、
東
ア
ジ
ア
域
内
全

体
を
包
括
す
る
経
済
統
合
の
姿
が
い
ま
だ
予
想
し

難
い
こ
と
だ
ろ
う
。
現
状
の
ま
ま
域
内
に
複
数
の

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
」
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
錯
綜
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
本
来
有
す
る
貿
易
・
投
資

の
促
進
効
果
が
減
殺
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
ボ
ー
ル
問
題
で
あ
る
。

各
Ｆ
Ｔ
Ａ
別
に
原
産
地
証
明
（
製
品
が
域
内
で
生

産
さ
れ
た
こ
と
の
証
明
）
が
必
要
と
な
れ
ば
、
事

務
量
は
膨
大
な
も
の
と
な
る
し
、
関
税
や
投
資
規

制
、
相
互
認
証
制
度
な
ど
の
内
容
が
異
な
れ
ば
、

企
業
の
海
外
投
資
戦
略
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な

い
。も

っ
と
も
、
事
態
を
そ
れ
ほ
ど
悲
観
す
る
必
要

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

実
現
が
最
終
目
標
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
関
係

各
国
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
」
Ｆ
Ｔ
Ａ
よ
り
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

３
」
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
方
が
域
内
各
国
に
も
た
ら
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
公

表
さ
れ
て
い
る
交
渉
の
タ
イ
ム
・
テ
ー
ブ
ル
か
ら

す
る
と
、
二
○
一
○
〜
二
○
一
二
年
に
域
内
に
お

い
て
複
数
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
」
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
成

立
す
る
が
、
遅
く
と
も
そ
れ
と
前
後
し
て
日
本
、

中
国
、
韓
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
本
格
化
す
る
と

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
海
外
に
進

出
し
た
中
国
企
業
の
中
か
ら
、
国
際
競
争
を
勝
ち

抜
い
た
本
格
的
多
国
籍
企
業
が
現
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

（ 

お
お
に
し　

や
す
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

特集／東アジアFTAの進捗と日中貿易自由化の行方
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